




―資料―エゾマツの木取と製材歩止りについて
製 材 研 究 室

  この調査は、29 年度林産物検査員実務実習生をわずらわして、エゾマツ建築材の木取図
と製材歩止りを調査したものであって、その担当者は次の通りである。
  十勝支庁  林 産 係    国  枝  勝  美
  上川支庁  検 査 係    塚  本  道  夫
  宗谷支庁  豊富駐在    恵 良 田 正 夫
  留萌支庁  留萌駐在    小 野 寺    忠
  釧路支庁  阿寒駐在    前  木  徳  枝
1、 供試原木
  エゾマツ丸太  16 本  53石  石廻り  3.3石
  品等別内訳（別表の通り）
    品      等     1       2      3
    歩合（％）    15.9    55.0    29.1
2、使用製材機鋸厚とアサリ
  機械名、大きさ          鋸厚     アサリ         作業種類
  48 インチ大割帯鋸機     22番  1.50～1.80mm  大割及び板挽
  42 インチテーブル帯鋸機 21番  1.60～1.90      小割及び耳摺
3、調査の方法
  供試原木全体に対する製品の材種別品等別歩止りと木取図を調査した。
4、調査成績
（イ） 詳細は、別表の通りであるが、その概要は次の通りである。
材種     板、  割、  角、  耳付、  建具、  短尺、  計

    歩止（％）17.0  14.0  39.2    1.7      2.4     1.2   75.5
    製品の品等では、板は 1 等並が 7.3％、割は 2 等が 6.3％、角では 2等が 21％となって
    いる。
    歩止りの合計 75.5％はよい成績を示している。
（ロ） 木取図は Bが多く採用されて 50％に上り次は Eで 37.5％採用された。

第 1 表  供試材品等形量別調査表（エゾマツ）



摘要  品等別材積歩合内訳

B  E

第 2 表  エゾマツ製材歩止り調査表


